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　令和５年度の予算が成立しました。今年度予算のキーワードは「元気と笑顔ハッシン」。
　市民の活躍や市の魅力、市の取り組みをしっかりと“発信”し、これまで積み上げたものをしっかり
と形にしていく“発進”。そして波が伝わるように、官民一体となって小林市を活性化させていく“発振”。
このような意味が込められた今年度予算。今月号では、令和５年度の「未来につなぐ　元気と笑顔ハッ
シン予算」の概要と主な事業を、次の５つの施策別に紹介します。

未来につなぐ元気と笑顔ハッシン予算

健幸のまちづくり拠点施設整備事業

　総合運動公園に既にある施設と新しく整備する健幸
のまちづくり拠点施設（複合型体育館）が一体となり、
市民の活気に満ち溢れる場所となるよう、各施設を「散
歩道・遊歩道」でつなぎ、人の流れや交流機会が創出
されることを基本としました。

基本設計概要

　令和４年度に行った基本設計に基づき、デザインビ

ルド方式※で、健康づくり機能と子育て支援機能を

有する複合型体育館、「健幸のまちづくり拠点施設」

の整備を行います。（国からの補助金を活用）

※デザインビルド
　方式とは、工事
　のために必要な
　実施設計と施工
　を一括発注する
　手法

（建設課）……9 億 9210 万円

新しい体育館の事業スケジュール
Ｒ５年12月～Ｒ６年９月

実施設計

詳細な仕様を決定

Ｒ６年９月～Ｒ８年３月

工事
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ふ

健幸のまちづくりの推進

産業・経済の活性化

　スポーツ大会・合宿の利用促進や利用者の安全性・利

便性の向上を図るため、大塚原運動広場の観覧席に屋根

を設置します。

大塚原運動広場の観覧席に屋根を設置
……1100 万円（野尻地域振興課）

　健幸のまちづくりを推進するため、令和４年度に引き

続き、健幸ポイント事業など、市民の歩くことの習慣化

を促進するとともに、地域や企業などが市民の健康づく

りをより一層積極的に支援できる環境を整備します。

市民が健幸で元気に暮らせるまちへ
（健康都市推進室）……1560 万円

※健幸とは、「健康」と「幸せ」の両方が備わり、生きが
　いを持って自分らしく毎日いきいきと暮らしている状態

歩いた分だけ健康とポイントが貯まる！

ふ

　要件を満たす農業後継者や新規就農者に補助金を交付

し、次世代の農業の担い手を確保するとともに、経営の早

期安定化を支援します。

次世代の農業の担い手を確保
（農業振興課）……4333 万円

　森林資源の循環利用を推進するため、高性能林業機械の

導入や再造林の実施を支援します。

高性能林業機械の導入や再造林を支援
（農業振興課）……2000 万円　須木米を活用した新しい加工品の開発や須木米のブラン

ディングなどにより、地域内の所得・雇用の増加や地域活

性化を図ります。

須木米を活用し地域活性化を図る
（須木地域振興課）……718 万円

　燃油価格・飼料価格の高騰、子牛の市場価格の下落など

により、厳しい経営状況に置かれている畜産農家への支援

策として、肥育素牛や優良雌牛の導入などに対する補助金

を交付します。

肥育素牛や優良雌牛の導入などへの補助
新ふ （畜産課）……1920 万円

地域活性化と生活基盤の整備

Pick
Up!

　地場産品の流通量拡大とふるさと納税の増加を図るた

め、地域資源の見える化・魅せる化など、マーケティン

グを強化します。また、クラウドファンディング型ふる

さと納税を活用し、起業や事業拡充を支援します。

ふるさと納税などで特産品の流通を促進

（地方創生課）……8 億 2915 万円

Pick
Up!

　ふるさと納税で集められた寄付は、子育て支援や教育
など、市の施策の推進に充てられます。また、地域の魅
力発信や地域経済の活性化などにも活用されます。

令和４年ふるさと納税寄付受付額

17 万円億4887
※申込みベース速報値

デマンド型交通とは、電話などによる事前予約に応じて、
柔軟な運行を行う地域公共交通サービスのこと

　国道２２１号線から防災拠点施設である市庁舎までの重

要なアクセス道路である市役所通線の拡幅や無電柱化を行

うため、整備区域内の建物などの移転補償を行います。

（建設課）……2 億 1409 万円
災害に備え市役所通線の拡幅などを図る

　地域公共交通の利便性向上と事業継続を図るため、北西

方地区でデマンド型交通の実証運行を実施します。

北西方地区でデマンド型交通の実証運行
……349 万円（企画政策課）

元気と笑顔ハッシン予算
未来につなぐ
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未来につなぐ元気と笑顔ハッシン予算

予 算 総 額

487 　　8762億 万円
一般会計　
特別会計　　　
水道事業
下水道事業
病院事業

289 億 2871 万円
139 億 7151 万円

17 億 302 万円
9 億 7921 万円
32 億 517 万円

　一般会計と特別会計、企業会計（水道
事業・下水道事業と病院事業）の総額は
487億 8762万円となりました。

各特別会計

国民健康保険事業特別会計

物品購入特別会計

農業集落排水事業特別会計

西諸地域介護認定審査事業特別会計

介護保険事業特別会計

後期高齢者医療事業特別会計

61 億 4491 万円

150 万円

2 億 288 万円

3377 万円

61 億 5473 万円

14 億 3372 万円

会計名 予算額

　令和５年度の一般会計予算（補正第１号を含む）は、前年度の肉付け後（６月補正後）の予算と比較す
ると、４．５㌫増加しました。主な理由は、健幸のまちづくり拠点施設の整備や物価高騰によるものですが、
歳入においても、国・県からの補助金だけでなく、ふるさと納税などの自主財源の確保を積極的に図るこ
ととしています。今後とも、真に必要な投資と財政健全化の両立を図り、第２次小林市総合計画に掲げる
将来都市像「みんなでてなむ笑顔あふれるじょじょんよかとこ小林市」の実現を目指します。

289 万円億 2871一般会計予算

一般会計

歳　入

市が国や金融機関などから長期的
に借り入れる資金（借金）

地方消費税交付金、ふるさと納税、分
担金、負担金、使用料、手数料ほか

その他（62 億 8391 万円）

市税（49 億 6501 万円）
市民税、固定資産税、たばこ税、
軽自動車税などの税金

市町村が行う特定の事業に対し、
国や県から交付されるお金

歳　出

市町村の財政力などに応じて国か
ら交付されるお金

地方交付税（88 億 5850 万円）

生活保護、医療費助成、子育て支
援などの社会保障に関する経費

民生費（101 億 4557 万円）

市の借金を返済する経費、いわば
「ローンの返済金」

公債費（31 億 6557 万円）

施設の維持管理、財産の管理、政
策の企画運営などに関する経費

総務費（41 億 6035 万円）

農林業、畜産業の振
興などに関する経費

農林水産業費
（26 億 4522 万円）

道路、橋、公園な
どの建設や維持補
修にかかる経費

土木費
（30 億 1505 万円）

小中学校、公民館、体育施設、図
書館などにかかる経費

教育費（18 億 4803 万円）

消防、商工観光、議会、災害復旧な
どにかかる経費

その他（18 億 629 万円）

健康増進、予防接
種、ごみ処理など
にかかる経費

衛生費
（21 億 4263 万円）

国・県支出金（70 億 3778 万円）

地方交付税（88 億 5850 万円）

その他（62 億 8391 万円）

市債（17 億 8351 万円）市債（17 億 8351 万円）

289億 2871万円289億 2871万円 289億 2871万円289億 2871万円

民生費（101 億 4557 万円）

総務費（41 億 6035 万円）

新 …新規事業 ふ…ふるさと納税寄付金活用事業 コ…新型コロナウイルス感染症対策
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新 新 ふ

　地域活動を支える担い手不足が進む中、コロナ禍で地域

活動の中止・縮小が続いてきたことから、集落支援員を任

命し、地域の状況把握など点検を行い、時代の変化に対応

した地域の在り方や住民のつながりづくりの再構築を進め

ます。

　市民活動団体が行う元気と笑

顔あふれる取り組みや、事業者

などが行う消費喚起のためのイ

ベントを支援します。

集落支援員設置で地域の維持・活性化対策 市民に元気と笑顔を届ける取り組みを支援
（地方創生課）……734 万円 （地方創生課）……500 万円

ゼロカーボンシティの推進

子育て支援・教育・福祉の推進

ふ

　結婚、妊娠・出産、子育てを希望する市民を後押しする

ため、令和４年度に引き続き、出産祝品の支給や、新婚夫

婦の住宅費補助（最大30万円）を実施します。

結婚、妊娠・出産、子育てを後押し
（こども課）……884 万円

新

　不足している福祉人材を確保するため、新規雇用者に就

労手当などを支給する障がい福祉サービス、介護サービス、

保育所・認定こども園・幼稚園の運営事業者などに支援金

（新規雇用者1人当たり最大10万円）を交付します。

福祉人材の確保のため支援金を交付
（福祉課・長寿介護課・こども課）……950 万円

（管財課）

　地域の視点での地球温暖化対策の取り組みとして、更新

対象である市の公用車２台を電気軽自動車に更新します。

市の公用車２台を電気自動車に更新
……567 万円新

新

　養護老人ホーム慈敬園の空調・照明設備などの更新にあ

たり、二酸化炭素の排出抑制対策を検討するため、慈敬園

のＺ
ゼ ブ

ＥＢ※化に向けた可能性調査などを行います。

慈敬園の設備更新で省エネルギー化を目指す

（長寿介護課）……1442 万円

　子育て世代の負担を軽減するため、小・中学校の学校給

食費の半額補助を継続するとともに、コロナ禍での物価高

騰による学校給食食材費の増額分を補助します。

給食費の半額補助などで子育て世代を支援
ふ （スポーツ振興課）……8125 万円

Pick
Up!

　複合化・複雑化する地域住民の課題に対応するため、

子ども、障がい、高齢、生活困窮といった状況にかか

わらず、各分野における地域住民の課題を包括的に受

け止め、関係機関との連携により必要な支援が速やか

に提供されるよう支援体制を構築します。

属性や世代を問わない支援体制の整備
（重層的支援体制整備事業）

新
（福祉課・長寿介護課・こども課）

……1 億 8319 万円

※Ｚ
ゼ ブ

ＥＢとは、快適な室内環境を実現しながら、建物で消

　費する年間の一次エネルギーの収支をゼロにすることを

　目指した建物（ＺＥＢの詳細は22㌻）


